
幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業における中間成果報告会 提出資料 

令和 5 年 10 月 22 日 

竹田市教育委員会 

１．架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス 

（１）作成に係る経緯

R3.3 幼児教育施設派遣研修報告 

→幼児教育の重要性、幼児教育を小学校で活かすスタートカリキュラム

R4.4 竹田市教育ビジョン R4 策定→【重点】幼保こ小連携、体つくり（幼・低） 

R4.4 竹田市「幼保小の円滑な接続」推進事業（幼保小の架け橋プログラム）策定 

R4.6 第１回カリキュラム開発会議：役割の確認、研究計画、作業部会１班２班 

※委員：推進校校長・園長、大学、幼児教育センター、各園代表、保護者など

R4.9 第２回カリキュラム開発会議：作業部会進捗確認 

R4.10 幼小接続地区別合同研修会（豊後大野市と共催）：合同研修会 

R4.10 竹田教育研究会１年部会→合同研修会の持ち方について 

R4.11 就学予定児についての小学校との連絡会（三者会議） 

R5.1 幼保こ小合同研修会（４ブロックで開催）：小学校職員全員、全幼児教育施設 

（全小学校職員、全幼児教育施設職員にアンケート実施：めざす子どもの姿） 

R5.4 第３回カリキュラム開発会議：竹田市の架け橋期のめざす子どもの姿検討 

R5.5 作業部会（南部小 5/16、南部幼 5/17）：カリキュラム案検討 

R5.5 小学校１年部会：スタートカリキュラムの検証 

R5.6 作業部会（南部幼 6/9） 

R5.6.23 推進校公開研究発表会および研究協議（南部小）：カリキュラム案提案 

R5.7 作業部会（南部小 7/27） 

R5.10 作業部会（南部幼 10/18、南部小 10/26） 

R5.11.16 推進園公開保育（南部幼） 

（２）作成プロセス

①カリキュラム開発会議：カリキュラム開発に向けた計画作成、進捗確認

②竹田市教育ビジョンに照らした「めざす子どもの姿」の検討

③作業部会によるカリキュラム検討

④カリキュラム案（推進校プラン、竹田市版）の提案

⑤推進校、推進園の取組公開

⑥幼小接続合同会議：各校代表者による研究協議

⑦幼保こ小合同会議：全員参加による研究協議

⑧個別訪問によるカリキュラム相談（幼稚園、保育園）

※カリキュラムを支える体つくり運動

（３）架け橋期のカリキュラム

①竹田市版（別添資料）

②南部幼小版（別添資料）



２．教師の指導・援助および子どもの学びの変化 

（１）教師の指導・援助

①幼児教育施設における指導・援助

□活動を展開するのにふさわしい環境の構成

◇子どもの興味・関心を引き出す導入の工夫

◇見通しをもったり、振り返ったりできるように場を設ける

◇見守る、一種に活動する、共感するなど場に応じた言葉かけや援助を行う

②小学校における指導・援助

□安心して学べる環境構成→・見通しをもってできる・視覚的に理解できる・協働

的に学べる

◇「スタートカリキュラム」の時期は安心して学習がスタートできるように、音楽

や読み聞かせ等を１時間目に行う

◇関わりを広げる支援→ペア・グループ・学級・学校全体へ ◇体験活動を取

り入れる

◇課題への出合わせ方、児童の意識の流れ、振り返りを大切にした指導計画

◇「園ではどうしてた？」「どう思う？」「どうしたらいいと思う？」など経験の想

起・思考を促す言葉かけ

（２）子どもの学びの変化（別添資料）

○遊びのなかで期待する「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を意識する教諭が

増えてきた。

○小学校 1 年の担任が幼児教育を意識したスタートカリキュラムを実施することで、

スムーズな接続が進められてきている。

３．次年度以降の展望 

○推進校・推進園のカリキュラム作成及び検証が進んでいる。公立幼稚園の作成を今

年度中に完了し、来年度検証していく。

○幼児教育施設の戸別訪問を１月から開始し、カリキュラム作成についての方向性を

確認し、R6 作成・検証に向けて勧めていく。

○スタートカリキュラムの全小学校実施・検証

○校区ごとの幼児教育施設と小学校の合同研修会の主体的実施、年間連携計画の作成

○市雇用の幼児教育アドバイザーによる園訪問及びカリキュラム作成支援

○幼児教育主幹課との連携がすすみ、役割分担ができてきている。R7 に向け「スマイ

ルブリッジプロジェクト」を立ち上げ、所管課を超えた取組を構築させていく。課

題としては、市費で運営できるよう予算確保していく。



竹田市架け橋期カリキュラム

【幼小交流活動】　　　　交流する中で１年生に親しみをもち、　一緒に活動することを楽しむ 【幼小交流活動】交流する中で園児に親しみをもち、一緒に活動することを楽しむ

【　】は遊び・活動例　　☆遊びの中で期待する「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（到達目標ではない） 【　】は単元名　〇数字は時間数　◎・（　）は内容　☆は幼児教育からつながる「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

R5.6.23現在

期待する
子ども像

竹田市教育ビジョン 主体的に学び未来を創造する子ども　～将来の予測が困難な時代において、情報を活用しながら他者と協力し自分の考えを形成していくとともに主体的に学び続ける子どもを育成する～
　　　　◎重点目標：〇情報活用能力　〇協働的な学び　〇自分の考えを形成する力　〇主体的に学び続ける意欲

考えをもち表現する子　 　　伝え合い認め合う子　 　探究心をもち粘り強く取り組む子

遊びや
学びの

プロセス

4 5 6 7 4 5 6 78 9 10 11 12 1

□活動を展開するのにふさわしい環境の構成（遊具・用具・素材の種類、数量、配置等）
◇子どもの興味・関心を引き出す導入の工夫
◇見通しをもったり、振り返ったりできるように場を設ける
◇見守る、一種に活動する、共感するなど場に応じた言葉かけや援助を行う

□安心して学べる環境構成→・見通しをもってできる・視覚的に理解できる・協働的に学べる
◇「スタートカリキュラム」の時期は安心して学習がスタートできるように、音楽や読み聞かせ等を１時間目に行う
◇関わりを広げる支援→ペア・グループ・学級・学校全体へ       ◇体験活動を取り入れる
◇課題への出合わせ方、児童の意識の流れ、振り返りを大切にした指導計画
◇「園ではどうしてた？」「どう思う？」「どうしたらいいと思う？」など経験の想起・思考を促す言葉かけ
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家庭や
地域との

連携
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五領域〈健康・人間関係・環境・言葉・表現〉

指導上の
配慮事項

□環境構成
◇援助

／指導

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

遊びや生活を通して総合的に学ぶ 各教科の内容を系統的に学ぶ
考えをもち
表現する子

○ものの性質
や仕組みなど
を感じ取った
り気づいたり
する(知・技
の基礎）
○豊かな言葉
や表現を身に
つける（知・
技の基礎）
○経験したこ
とや感じたこ
と、考えたこ
となどを表現
する（思・
判・表の基
礎）

伝え合い
認め合う子

○自分と異な
る考えに気づ
き互いの考え
などを共有す
る（知・技の
基礎）
○自ら判断し
たり考え直し
たりする
（思・判・表
の基礎）
○友だちと考
えを共有し、
共通の目的に
向かって取り
組む（学・
人）

探究心をも
ち粘り強く
取り組む子

○考える、予
想する、試す
工夫するなど
する（思・
判・表の基
礎）
○自分のやり
たいことをあ
きらめずにや
り遂げる
（学・人）
○新しい考え
を生み出す喜
びを味わいな
がら自分の考
えをより良い
ものにする
（学・人）

友だちと思いや考えを出し合いながら試し
たり工夫したりしながら遊ぶ

共通の目的に向かって、工夫し合ったり
認め合ったりしながら協同して遊ぶ楽し
さや充実感を味わう

人と関わる楽しさを
感じ安心感をもって
学習に取り組もうとす
る

学校生活になれ、自己を発揮しながらめあて意識
を持って取り組む

主体的に自己を発揮しながら、
課題の解決に向けて取り組む

体を十分に動かして、いろいろな運動や遊びに進んで取り組む（戸外で、友だちと一緒にするなど）

友だちの話を聞き、互いの思いや考えを伝え合いながら、友だちと目的を共有し協同することを楽しむ
（考える、伝え合う、工夫する、認め合う、協力する、見通しをもつ、折り合いをつける、ルールの共有など）

数量や図形、文字などに親しみ、遊びや生活の中で使う楽しさを感じる

身近な自然や動植物に興味や関心をもち、関わる（世話をする、遊びに取り入れる、仕組みに気づくなど）

絵本や物語などに親しみ、言葉やイメージを豊かにする

様々な出来事や素材に触れ感じたことや考えたことを表現して楽しむ（歌う、楽器を使う、かく、つくるなど）

安心をつくる時間
・弾力的な時間の運用

⇒生活科を中心とした学習活動
合科的・関連的学習活動

（例：図の中の太字の教科等）

⇒教科等学習活動

体力づくりプログラム（「たけたん体操」の普及）

竹田市こども「せいかつＴＯＰ10」（幼児版）の活用 「南小っ子 生活の約束」「南小っ子 学習の約束」

幼児教育と小学校教育のつながり、「架け橋期のカリキュラム」等についての理解（保護者会、入園・入学説明会、学校運営協議会、通信など）

各
教
科
等
の
学
び
へ

【きせつとなかよし
はるなつ】⑫

◎身近な人々、社会および自
然にかかわる活動に関する内
容
(4)公共物や公共施設の利用
(5)季節の変化と生活
(6)自然やものを使った遊び
(8)生活や出来事の伝え合い
(9)自分の成長

☆自然とのかかわり生命尊重
☆思考力の芽生え
☆豊かな感性と表現

【なかよくなろうね
小さなともだち】⑩
◎身近な人々、社会お
よび自然にかかわる
活動に関する内容
(7)動植物の飼育・栽
培
(8)生活や出来事の
伝え合い

☆自然とのかかわり
生命尊重
☆協同性
☆言葉による伝え合
い

【きせつとなかよ
しあき】⑭
◎身近な人々、社会
および自然にかか
わる活動に関する
内容
(4)公共物や公共
施設の利用
(5)季節の変化と生
活
(6)自然やものを
使った遊び
(8)生活や出来事
の伝え合い

☆自然とのかかわ
り生命尊重
☆協同性
☆社会生活とのか

【きせつとなかよし
ふゆ】⑫
◎身近な人々、社会お
よび自然にかかわる活
動に関する内容
(4)公共物や公共施設
の利用
(5)季節の変化と生活
(6)自然やものを使っ
た遊び
(8)生活や出来事の伝
え合い

☆自然とのかかわり
生命尊重
☆協同性
☆社会生活とのかか
わり

【かぞくにこにこ
大さくせん】⑩

◎学校・家庭及び
地域の生活に関す
る内容
(2)家庭と生活
(8)生活や出来事
の伝え合い
(9)自分の成長

☆自立心
☆社会生活とのか
かわり
☆健康な心と体

【もうすぐ２年生】
⑭
◎自分自身の生活や
成長に関する内容
(8)生活や出来事の伝
え合い
(9)自分の成長

☆自立心
☆社会生活とのかか
わり
☆言葉による伝
え合い

【きれいにさいてね わたしのはな】⑩
◎身近な人々、社会および自然にかかわる活動に関する内容
(7)動植物の飼育・栽培 (8)生活や出来事の伝え合い

☆自然とのかかわり生命尊重 ☆思考力の芽生え ☆豊かな感性と表現

【よろしくね
の会】

☆協同性
☆言葉による
伝え合い

【みんなで七夕
飾りを作ろう】

☆自立心
☆協同性
☆言葉による
伝え合い

【秋祭りを
しよう】

☆自然とのかか
わり生命尊重
☆道徳性規範意
識の芽生え
☆言葉による伝
え合い

【凧を作って
あそぼう】

☆自立心
☆社会生活と
のかかわり
☆言葉による
伝え合い

【よろしくねの
会】

☆協同性
☆言葉による
伝え合い

【みんなで七夕
飾りを作ろう】

☆自立心
☆協同性
☆言葉による
伝え合い

【秋祭りを
しよう】

☆自然とのか
かわり生命尊
重
☆道徳性規範
意識の芽生え
☆言葉による
伝え合い

【凧を作って
あそぼう】

☆自立心
☆社会生活と
のかかわり
☆言葉による
伝え合い

動植物に関心をもち、進んで世話をする。(アサガオ、夏野菜、さつまいもなど)（カエル、虫など）
☆自然とのかかわり生命尊重 ☆豊かな感性と表現
※地域の方との交流：地域の方々とのふれあいを楽しむ ☆社会生活とのかかわり

国語 国語

国

語

算数・国語・図画工作・道徳

国語・算数

好きな遊びを見
つけ友だちと一
緒に遊ぶ

共通の目的に向かって、互いの思いや考えを受け入れ
ながら、自分たちで遊びを進めていく楽しさを味わう

固定器具や運動遊具に
興味を持ち、体を動かし
て遊ぶ楽しさを味わう

【忍者ごっこ】
☆健康な心と体
☆自立心

自分なりに考えたり、気づ
いたことを友だちと伝え
合ったりしながら、試行錯
誤して遊ぶことを楽しむ

【シャボン玉遊び】
☆思考力の芽生え
☆言葉による伝え合い

秋の自然物を遊びに取り入れ、
友だちと考えを出し合い、工夫
したり、協力したりしながら遊
びを進め、実現していく楽しさ
を味わう

【秋のお店屋さんごっこ】
☆協同性
☆言葉による伝え合い
☆自然とのかかわり・生命
尊重

共通の目的に向かって友だち
と協力して遊びをすすめる中
で、文字や数字に興味をもち、
その必要性に気づき、遊びに
取り入れて楽しむ

【お正月のあそび】
・ゆうびんやさんごっこ
・手作りかるた・すごろく
等
☆数量・図形、標識や文字
などへの関心・感覚
☆協同性友だちとイメージを共

有して一緒に遊ぶ楽し
さを味わう

【かえるごっこ】
☆協同性
☆言葉による伝え合
い

砂・水・泥の感触や違いに気づき、
試したり、工夫したりしながら、友
だちと一緒に遊びを楽しむ

【砂場あそび】
☆思考力の芽生え ☆協同性

友だちと一緒にいろ
いろな競技をする中
で、自分の力を発揮
し、友だちと考えを出
し合い、工夫したり協
力して遊ぶ楽しさを
味わう

【運動会ごっこ】
☆協同性
☆道徳性・規範意
識の芽生え

自分のやりたい出し物を
選び、自分らしさを発揮
しながら、同じ目的に向
かって友だちと協力し、
やり遂げた達成感を味わ
う

【発表会】
・リズム・オペレッタ
・合奏・チャレンジあ
そび 等
☆豊かな感性と表現
☆協同性
☆自立心

共通のイメージを
実現するために、友
だちと考えを出し合
い、互いに創意工
夫しながら協力して
作りあげる楽しさを
味わう

【鬼つくり】
☆協同性
☆思考力の芽生え

【わくわくがいっ
ぱいきょうから１
年生】④
【わくわくどきど
きしょうがっこ
う】⑯
◎学校・家庭及び地
域の生活に関する内
容
(1)学校と生活
(8)生活や出来事の
伝え合い

☆健康な心と体
☆社会生活とのか
かわり
☆道徳性･規範意識
の芽生え
☆言葉による伝え

国語

小学校１年生５歳児

国語 体育 道徳算数 音楽 図画工作 特別活動

生活科

① 市町村の教育ビジョンや子どもの姿から設定した「架け橋期に期待する子ども像」

③「架け橋期に期待する子ども像」の育成に向けて、遊びのプロセスをどのように深めていくか

②
「
架
け
橋
期
に
期
待
す
る
子
ど
も
像
」
に
向
け
て
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
み
た
い
か
、
子
ど
も
の
姿
を
具
体
化
す
る

③「架け橋期に期待する子ども像」の育成に向けて、学びのプロセスをどのように深めていくか

④ ②のような姿、資質・能力を育むためには、どのような経験や体験が５歳児に必要か

⑤ ④を踏まえ、ねらいに基づいた各園で展開される主な活動（幼小交流活動を含む）
＊【 】は遊び・活動例
＊遊びの中で期待する「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（到達目標ではない）

⑤各小学校1年生の生活科を中心とした単元構成
（1年生と交流する場合は幼小交流活動を含む）

＊【単元名】 ◎主たる内容・（数字）内容
＊☆幼児期からつながる「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
＊太字の教科名＝合科的・関連的指導を行う教科
＊「スタートカリキュラム」を実施する時期

⑥ 各小学校での指導上の配慮事項
□環境づくり ◇教師の指導・等

  ＊日頃の実践をもとに考える

⑥ 各園での指導上の配慮事項
 □環境の構成 ◇保育者の援助等
  ＊日頃の実践をもとに考える

⑦ 家庭や地域との連携 〇幼児教育と小学校教育のつながりや「架け橋期カリキュラム」について、どのように理解を図るか
 〇園・小学校で共通して行うこと 等

 〇市全体で行う「体力づくりプログラム」（たけたん体操）の普及【竹田市共通】

①②③④は竹田市共通のもの ⑤⑥⑦は各園・小学校で共通理解を図りながら策定するもの



竹田市架け橋期カリキュラム（南部幼小モデルプラン）

【幼小交流活動】　　　　交流する中で１年生に親しみをもち、　一緒に活動することを楽しむ 【幼小交流活動】交流する中で園児に親しみをもち、一緒に活動することを楽しむ

【　】は遊び・活動例　　☆遊びの中で期待する「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（到達目標ではない） 【　】は単元名　〇数字は時間数　◎・（　）は内容　☆は幼児教育からつながる「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

R5.6.23現在

1 2 3

指導上の
配慮事項

□環境構成
◇援助
　　　／指導

□活動を展開するのにふさわしい環境の構成（遊具・用具・素材の種類、数量、配置等）
◇子どもの興味・関心を引き出す導入の工夫
◇見通しをもったり、振り返ったりできるように場を設ける
◇見守る、一種に活動する、共感するなど場に応じた言葉かけや援助を行う

□安心して学べる環境構成→・見通しをもってできる・視覚的に理解できる・協働的に学べる
◇「スタートカリキュラム」の時期は安心して学習がスタートできるように、音楽や読み聞かせ等を１時間目に行う
◇関わりを広げる支援→ペア・グループ・学級・学校全体へ       ◇体験活動を取り入れる
◇課題への出合わせ方、児童の意識の流れ、振り返りを大切にした指導計画
◇「園ではどうしてた？」「どう思う？」「どうしたらいいと思う？」など経験の想起・思考を促す言葉かけ

園
で
展
開
さ
れ
る
主
な
活
動
／
小
学
校
の
生
活
科
を
中
心
と
し
た
単
元
構
成

9

五領域〈健康・人間関係・環境・言葉・表現〉

7 8 910 11 128 11 121 2 3 4 5 6 10

期待する
子ども像

遊びや
学びの

プロセス

竹田市教育ビジョン

家庭や
地域との

連携

主体的に学び未来を創造する子ども　～将来の予測が困難な時代において、情報を活用しながら他者と協力し自分の考えを形成していくとともに主体的に学び続ける子どもを育成する～
　　　　◎重点目標：〇情報活用能力　〇協働的な学び　〇自分の考えを形成する力　〇主体的に学び続ける意欲

考えをもち表現する子　　　　　伝え合い認め合う子　　　　　　探究心をもち粘り強く取り組む子
4 5 6 7

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

遊びや生活を通して総合的に学ぶ 各教科の内容を系統的に学ぶ
考えをもち
表現する子

○ものの性質
や仕組みなど
を感じ取った
り気づいたり
する(知・技
の基礎）
○豊かな言葉
や表現を身に
つける（知・
技の基礎）
○経験したこ
とや感じたこ
と、考えたこ
となどを表現
する（思・
判・表の基
礎）

伝え合い
認め合う子

○自分と異な
る考えに気づ
き互いの考え
などを共有す
る（知・技の
基礎）
○自ら判断し
たり考え直し
たりする
（思・判・表
の基礎）
○友だちと考
えを共有し、
共通の目的に
向かって取り
組む（学・
人）

探究心をも
ち粘り強く
取り組む子

○考える、予
想する、試す
工夫するなど
する（思・
判・表の基
礎）
○自分のやり
たいことをあ
きらめずにや
り遂げる
（学・人）
○新しい考え
を生み出す喜
びを味わいな
がら自分の考
えをより良い
ものにする
（学・人）

友だちと思いや考えを出し合いながら試し
たり工夫したりしながら遊ぶ

共通の目的に向かって、工夫し合ったり
認め合ったりしながら協同して遊ぶ楽し
さや充実感を味わう

人と関わる楽しさを
感じ安心感をもって
学習に取り組もうとす
る

学校生活になれ、自己を発揮しながらめあて意識
を持って取り組む

主体的に自己を発揮しながら、
課題の解決に向けて取り組む

体を十分に動かして、いろいろな運動や遊びに進んで取り組む（戸外で、友だちと一緒にするなど）

友だちの話を聞き、互いの思いや考えを伝え合いながら、友だちと目的を共有し協同することを楽しむ
（考える、伝え合う、工夫する、認め合う、協力する、見通しをもつ、折り合いをつける、ルールの共有など）

数量や図形、文字などに親しみ、遊びや生活の中で使う楽しさを感じる

身近な自然や動植物に興味や関心をもち、関わる（世話をする、遊びに取り入れる、仕組みに気づくなど）

絵本や物語などに親しみ、言葉やイメージを豊かにする

様々な出来事や素材に触れ感じたことや考えたことを表現して楽しむ（歌う、楽器を使う、かく、つくるなど）

安心をつくる時間
・弾力的な時間の運用

⇒生活科を中心とした学習活動
合科的・関連的学習活動

（例：図の中の太字の教科等）

⇒教科等学習活動

体力づくりプログラム（「たけたん体操」の普及）

竹田市こども「せいかつＴＯＰ10」（幼児版）の活用 「南小っ子 生活の約束」「南小っ子 学習の約束」

幼児教育と小学校教育のつながり、「架け橋期のカリキュラム」等についての理解（保護者会、入園・入学説明会、学校運営協議会、通信など）

各
教
科
等
の
学
び
へ

【きせつとなかよし
はるなつ】⑫

◎身近な人々、社会および自
然にかかわる活動に関する内
容
(4)公共物や公共施設の利用
(5)季節の変化と生活
(6)自然やものを使った遊び
(8)生活や出来事の伝え合い
(9)自分の成長

☆自然とのかかわり生命尊重
☆思考力の芽生え
☆豊かな感性と表現

【なかよくなろうね
小さなともだち】⑩
◎身近な人々、社会お
よび自然にかかわる
活動に関する内容
(7)動植物の飼育・栽
培
(8)生活や出来事の
伝え合い

☆自然とのかかわり
生命尊重
☆協同性
☆言葉による伝え合
い

【きせつとなかよ
しあき】⑭
◎身近な人々、社会
および自然にかか
わる活動に関する
内容
(4)公共物や公共
施設の利用
(5)季節の変化と生
活
(6)自然やものを
使った遊び
(8)生活や出来事
の伝え合い

☆自然とのかかわ
り生命尊重
☆協同性
☆社会生活とのか

【きせつとなかよし
ふゆ】⑫
◎身近な人々、社会お
よび自然にかかわる活
動に関する内容
(4)公共物や公共施設
の利用
(5)季節の変化と生活
(6)自然やものを使っ
た遊び
(8)生活や出来事の伝
え合い

☆自然とのかかわり
生命尊重
☆協同性
☆社会生活とのかか
わり

【かぞくにこにこ
大さくせん】⑩

◎学校・家庭及び
地域の生活に関す
る内容
(2)家庭と生活
(8)生活や出来事
の伝え合い
(9)自分の成長

☆自立心
☆社会生活とのか
かわり
☆健康な心と体

【もうすぐ２年生】
⑭
◎自分自身の生活や
成長に関する内容
(8)生活や出来事の伝
え合い
(9)自分の成長

☆自立心
☆社会生活とのかか
わり
☆言葉による伝
え合い

【きれいにさいてね わたしのはな】⑩
◎身近な人々、社会および自然にかかわる活動に関する内容
(7)動植物の飼育・栽培 (8)生活や出来事の伝え合い

☆自然とのかかわり生命尊重 ☆思考力の芽生え ☆豊かな感性と表現

【よろしくね
の会】

☆協同性
☆言葉による
伝え合い

【みんなで七夕
飾りを作ろう】

☆自立心
☆協同性
☆言葉による
伝え合い

【秋祭りを
しよう】

☆自然とのかか
わり生命尊重
☆道徳性規範意
識の芽生え
☆言葉による伝
え合い

【凧を作って
あそぼう】

☆自立心
☆社会生活と
のかかわり
☆言葉による
伝え合い

【よろしくねの
会】

☆協同性
☆言葉による
伝え合い

【みんなで七夕
飾りを作ろう】

☆自立心
☆協同性
☆言葉による
伝え合い

【秋祭りを
しよう】

☆自然とのか
かわり生命尊
重
☆道徳性規範
意識の芽生え
☆言葉による
伝え合い

【凧を作って
あそぼう】

☆自立心
☆社会生活と
のかかわり
☆言葉による
伝え合い

動植物に関心をもち、進んで世話をする。(アサガオ、夏野菜、さつまいもなど)（カエル、虫など）
☆自然とのかかわり生命尊重 ☆豊かな感性と表現
※地域の方との交流：地域の方々とのふれあいを楽しむ ☆社会生活とのかかわり

国語 国語

国

語

算数・国語・図画工作・道徳

国語・算数

好きな遊びを見
つけ友だちと一
緒に遊ぶ

共通の目的に向かって、互いの思いや考えを受け入れ
ながら、自分たちで遊びを進めていく楽しさを味わう

固定器具や運動遊具に
興味を持ち、体を動かし
て遊ぶ楽しさを味わう

【忍者ごっこ】
☆健康な心と体
☆自立心

自分なりに考えたり、気づ
いたことを友だちと伝え
合ったりしながら、試行錯
誤して遊ぶことを楽しむ

【シャボン玉遊び】
☆思考力の芽生え
☆言葉による伝え合い

秋の自然物を遊びに取り入れ、
友だちと考えを出し合い、工夫
したり、協力したりしながら遊
びを進め、実現していく楽しさ
を味わう

【秋のお店屋さんごっこ】
☆協同性
☆言葉による伝え合い
☆自然とのかかわり・生命
尊重

共通の目的に向かって友だち
と協力して遊びをすすめる中
で、文字や数字に興味をもち、
その必要性に気づき、遊びに
取り入れて楽しむ

【お正月のあそび】
・ゆうびんやさんごっこ
・手作りかるた・すごろく
等
☆数量・図形、標識や文字
などへの関心・感覚
☆協同性友だちとイメージを共

有して一緒に遊ぶ楽し
さを味わう

【かえるごっこ】
☆協同性
☆言葉による伝え合
い

砂・水・泥の感触や違いに気づき、
試したり、工夫したりしながら、友
だちと一緒に遊びを楽しむ

【砂場あそび】
☆思考力の芽生え ☆協同性

友だちと一緒にいろ
いろな競技をする中
で、自分の力を発揮
し、友だちと考えを出
し合い、工夫したり協
力して遊ぶ楽しさを
味わう

【運動会ごっこ】
☆協同性
☆道徳性・規範意
識の芽生え

自分のやりたい出し物を
選び、自分らしさを発揮
しながら、同じ目的に向
かって友だちと協力し、
やり遂げた達成感を味わ
う

【発表会】
・リズム・オペレッタ
・合奏・チャレンジあ
そび 等
☆豊かな感性と表現
☆協同性
☆自立心

共通のイメージを
実現するために、友
だちと考えを出し合
い、互いに創意工
夫しながら協力して
作りあげる楽しさを
味わう

【鬼つくり】
☆協同性
☆思考力の芽生え

【わくわくがいっ
ぱいきょうから１
年生】④
【わくわくどきど
きしょうがっこ
う】⑯
◎学校・家庭及び地
域の生活に関する内
容
(1)学校と生活
(8)生活や出来事の
伝え合い

☆健康な心と体
☆社会生活とのか
かわり
☆道徳性･規範意識
の芽生え
☆言葉による伝え

国語

小学校１年生５歳児

国語 体育 道徳算数 音楽 図画工作 特別活動

生活科



                                        【本活動・遊びで着目したい「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」】 

竹田市立南部幼稚園 ５月中旬（５月１０日～３１日） 「忍者ごっこ」  

【ねらい】固定遊具や運動遊具に興味をもち，体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。 

【内 容】固定遊具など室内外の運動遊具の使い方が分かり，すすんで取り組む。 
【遊びのプロセス】＊遊びの中で育まれている資質・能力を下のように表している 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□環境の構成・ 
◇援助のポイント 

□室内での修行に使えそうな運動遊具（とび箱・マット・ミニトンネル・ケンケンパー・バーなど）の準備，使いたいときに自分た

ちで出して挑戦できるような場を設定する。 

◇固定遊具や運動遊具へのチャレンジを忍者ごっこの修行に見立てて，チャレンジしたくなるような導入を工夫する。 

・忍者体操をする ・忍者の絵本や紙芝居を見る ・忍者にちなんだ曲を流すなど 

◇チャレンジする遊具や遊び方を自分で選択し，主体的に活動できるように，子どものやってみようとする気持ちを大事にする。 

◇自分の力で取り組もうとする姿を認め，励ましたり，手助けしたりする。また，できるようになったことを共に喜ぶ。 

◇友達の思いや頑張りに気づき認め合ったり，やり方を参考にしたりできるように，毎日の振り返りの場で感想や思いを出し合

わせたり，子どもができるようになったことや頑張っている姿をみんなに紹介したりする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《知識・技能の基礎》 《思考力・判断力・表現力の基礎》 《学びに向かう力・人間性等》 

・遊具の使い方を知り，安全に気をつけて遊ぶ 

・体を使った多様な動きをする 

 

・自分たちで試行錯誤や工夫しながら，場をつくったり，遊び方を考えた 

りする 

・どうすればできるようになるか考え，友だちに教える 

・友だちの考えに触れ，取り入れる 

・やってみたいと興味・関心をもつ 

・難しいことにも，あきらめずに取り組む 

・繰り返し挑戦し，できるようになったこと 

で，自信をもつ 

園庭で忍者の修行をする 
鉄棒・のぼり棒・たいこ橋・うんていなど 

晴れの日は，毎日，園庭で修業をする 

例：鉄棒の修業をする（前回り） 

雨の日も修業したいな 

前回り，ちょっ
と怖いな 

わかった 

教え合う 

イメージをもつ 

 

やってみる 

 

 

T 先生がかかえてあげるか
ら大丈夫だよ。親指を入れ
てしっかり持ってね。 

T 雨の日は部屋の中でできないかな？ 
部屋ではどんな修業ができるかな？（ ⇒遊具を出す） 

繰り返し挑戦する 

願いをもつ 

 

興味・関心をもつ 
 

共感する，協同する 

 

 

運動遊具を組み合わせて自分たちで修業の場をつくる 

子どもたちは，園庭の固定遊具の使い方を知り，好きな遊びの時間に固定遊具で遊んでいる。その様子を見て，保育者は忍者体操や忍者が出てくる紙芝居を保育に取
り入れた。その中で，「自分たちも忍者になりたい」という子どもの思いがうまれ，「忍者の修業に行こう！」という保育者の呼びかけに，子どもたちもポーズを決め，忍者にな
りきって移動するなどし，忍者修業への関心・意欲を高めている。 

鉄棒にジャンプ
しても届かない 

T 体をダンゴムシみたいに
丸めて，力を抜くといいよ 

鉄棒の下にタ
イヤを持って
きたら届くよ 

自分の力で前回りができる 一人でできた！ 

タイヤがなくて
もできたよ！み
んなに見てもら
いたいな T 何度も練習してできる

ようになったね 

室内で忍者の修行をする 
とび箱・マット・ミニトンネル・ケンケンパー・バーを使って 

例：とび箱の修業をする 
 

転がりの術はどう？ 

T どんなふうにする 

ジャンプしたらキック
したり，回ったりして
ポーズをきめよう 

T おもしろいとび方をして
いる友達を紹介します 

かっこいいなあ 
真似してみよう 

繰り返し挑戦する 
 

 

繰り返し挑戦する 

 

 

繰り返し挑戦する 

 

 

工夫する 

繰り返し挑戦する 

 

 

繰り返し挑戦する 

 

 

振り返る 

考える，考えを伝え合う 

 

遠くまでとびたい 

工夫する 

園庭で始まった「忍者ごっこ」は，子どもたちのいつでも遊びたいという気持ちから，室内にも場を広げていった。忍者修業の場や修業の仕方などを
自分たちで話し合ったり，つくったりしている。子どもたちは自分のやりたい場や技を選んで，進んで挑戦し続けた。 

 

友達と一緒に忍者ごっこをして、固定遊具や運動

遊具にチャレンジする中で，自分なりに遊び方を考え

たり，友達に刺激を受けたりして，遊具の使い方に注

意しながら，体を存分に動かして遊ぶ。 

 
 

 

保育者や友達から励まされたり，頑張りを認められ

たりする中で，できないことにも頑張って挑戦しようと

する気持ちをもっている。何度も繰り返し取り組むこと

で，できなかったことや難しい技もできるようになり，達

成感を味わい，自信をもつことにつながっている。 

 

とび箱を跳ぶ とび箱でジャンプする 

空中で回転しよう 
うまくできない 

高くしてみたい 

横にしてみたい 

T じゃあ，変えてみようか？ 

とび箱もしたいな 

先生，マットに線を
2本引いて！ 
 

【小学校以降へつながる資質・能力】 

協同性 

健康な心と体 自立心 

1日目 

２日目以降 

思考力の 
芽生え 

考えを伝え合う，イメージを 
共有する，工夫する 
 

 

知識・技能の基礎 知識・技能の基礎 

 

思考力・判断力・表現力の基礎 

 

 

学びに向かう力・人間性等 

 

繰り返し挑戦する 

 

 

気付く 
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